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The　formations　in　this　area　are曼n　descending　order　as　follows：

　　　　　　　　　Alluvium
Mesozoic　group　（10wer　Cretaceoロs　period）

Sanbosan　series（Permian－Triassic　period）

Paleozoic　group

Serpentin－intruded　into　Sanbosan　series

　　　　　　Talus　of，1imestone

Shale

：Limestone，sandstone，shale，＄late，phyllite，

siliceous　rock，alternation　of　sandstone　and

shale

Quartzite，slate，limestone　and　phyllite

　　　Limestone　is　of　two　ages；one　is　of　the　Paleozoic　group　and　the　other　of　the　San－

bosan　Series．

　　　Paleozoic　group　thrust　over　a診art　of　the　Paleozoic・and　Mesozoic　group，and　tわe

former王imestone　is　irreg酊ar　in　form　and　has　a　substa亘tial　tonnage　of　ore　o歪good　quality，

while　the　latter　is　irregu至ar　or　Iellticular　and　too　small　to　be　worked．

　　　Limestone　ih　the　Sanbosan　series　is　also　irregular　or　lenticular　in　form，and　has　a

large　amount　of　ore　of　exceUent　quality　for　use　of　cement　andcarbide　industry．Workable

dep・sitsarekn・wnatK：enga㌻ake，SankakutenandRyUn・kutsu・

　　　Average　chemical　composition　of159samples　are　as　follows：

Ig．10ss　　　　CaO　　　　MgO　　　　Fe203十A1203、　　　SO3　　　　P205P　　　SiO2

　％　　　　　　　％　　　　　　％　　　　　　　・％　　　　　　　　％　　　　　　％　　　　　　％

　43．99　　　　　’　54．49　　　　　　　0．44　　　　　　　　　　0．365　　　　　　　　　　0．0162　　　　　0．0792　　　　　0．7103

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Anal．IndustriaI　Institute　of　Tokushima　Prefecture）

1．緒　　言・

　徳島県那賀川流域綜合開発計画は，徳島県の重要施策

として藩々進捗している。この計画は那賀川上流の電源

開発，橘港等の港湾設備の整備拡充および同地区の工業

用地埋立等が重点をなすもので，それにより産業を振興

し，工業県に躍進させようとするものである。

　幸に那賀郡下には良質の石灰石が相当多量埋蔵されて

いるので，この石灰石を利用する産業， 特にセメyトエ
、業・カーバイト工業および有機合成化学工業等が蒲目さ

れる訳である。したがつてその品質および鉱量が注目さ

れるに至つた。この地域の石灰石は古くからその存在が

＊鉱床部

知られ，明治時代より農業用生石灰の焼成が行われてい

たが，今日に至るまで組織的な調査はほとんど行われず

そのため開発も遅々として進まなかつた。

　工業技術院地質調査所は，徳島県の依頼により，この

石灰石の量および質を明らかにするたや，昭和27年度

に第1次調査として，畢生村を中心とする地域の石灰石

鉱床精査を行い妾また力口茂谷村を中心とする地区の石灰

石鉱床概査を行つた。

　昭和28年度には，受託調査のほかに，本所事業との

協同により加茂谷村・桑野町を中心とする地区の精査と

その周辺の鉱床概査，および勝浦郡高鉾村・生比奈村の

鉱床の概査を行づて，こXに那賀郡・勝浦郡下の石灰石

鉱床の全貌を明らかにすることができた。

／
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　なお精査にiは】／10，000地形実測図を，また概査には

1／50，0co地形図を使用して調査し，石灰石賦存地区では精

密なサンプリyグを行つたQ

　調査に当り多大の熱意を示された徳島県当局の各位

に，現地において種々便宜を供与された関係各町村およ

び事業者の各位に，また167個の採取試料についで，化

学分析の労をわずらわした徳島県工業試験場の各位に対

し，こ玉に深甚の謝意を表する次第である。

ド
2
．
位
置 ・交遅および地形

本地域は徳島市の南西に当り，1／5・，…地形隅の阿波富

岡および高鉾に含まれる地域である。
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第1図　位置図

　調査地域より徳島市・小松島市および橘港に至る主要

道路はよく発達しているが，石灰石賦存地帯の運搬道路

の状況は良好でない。この地域は東方に紀伊水道をひか

え，西方には四国の分水嶺をなす山々がそびえ，勝浦川・

那賀川が蛇行しつつ東流しているが，河口近くに至つて

急激に平野が展開し，小松島港および橘港がある。

　本地域の地形は，地質との間に著しい関連性を示し，

比高300～500mの山々が，ほ・黛東西に連なるいくつか

の山系を形成して，いずれも壮年期的地形を呈しており

南北流する小漢はいずれも那賀川・勝浦川に含流して後

東流している。すなわち本地域を構成する地層は，いず

れも東西の走向を有し，珪質岩類のような硬質岩が尾根

をなし，頁岩類のような比較的軟質岩が侵蝕されて谷を

形成し，この尾根と谷は地層の走向に支酎されて東西に

発達するのが著Lい傾向である。

3．地　　質

本地域を構成する地質は，高知図幅（1＝500，000地質

調査所）によれば，勝浦郡下（概査区域）のものは古生層

および中生層，那賀郡下（精査区域）のものは二畳一三畳、

紀に属する三宝山層とされている。一

　三宝山層と称せられる石灰岩中より筆者が採取した化

石は（本所地質部礒見技官が鑑定），長生村剣ケ岳の鉱床

中では，CrinoidのStemのみであつたが，桑野町字嘩

口め嵐谷鉱床およびその他本地域南部においては

　Chα8≠召∫oρsぎs　o7魏α如NEUMAYR

　S加0〃昭≠0ク0紹彫8解0プ彪％4鋸郷ση初YABE

　Pθケ02りhッ♂oフz　i6nz昭YABE

等であり，これらはいずれも標式的な、鳥の巣型石灰岩の

化石である。

，従来の佐川盆地周辺の研究によると，本地区の南方を

通ると考えられる物像線以南の時代未詳の中生層からは

S∫プo耀渉o，o廻耀卿o吻％召％鯛礁痂YABEは産出するが，

むhα6∫6∫o，s2s碗媚≠αMeumayrは産出し欺い（出ても構

わない訳であるが）とされているので，礒見技官によれ

ば本地域南部の少なくとも一部の地層（砂岩頁岩互層？）

は物像線以北の鳥の巣統に属する疑が多分にあるとのこ

とである。

　3．1古生層
　古生層は珪岩・粘板岩・千枚岩等を主とし，石灰岩のー

薄層を挾有する。これら岩層は走向ほ黛E－Wを示し，

局部的な擾乱はあるがおおむね60～800N傾斜する単斜

構造を示している6また高鉾村には，多分押被せ断層で

あろうと、思われる地質構造が認められるが，この構造は

今後の精査によつて明らかにされるであろう。

　なお古生層に属する地域は，概査地区であるため，各

岩層別の記載は省略する。

　3．2…三宝山暦

　三宝山層は砂岩・頁岩・粘板岩・千枚岩・珪質岩類（チ

ャート・珪岩）・砂岩頁岩互層および石灰岩よりなり，

いずれもほ父E－Wの走向を有し，局部酌な擾乱を除い

てはいずれもおおむね6q～800N傾斜する単斜構造を示

し，各岩層は全般に連続性および膨縮性に富んでいる。

　地域東部には2条の東落し断層があり，また532．5m

三角点附近には西落し断層が存在している。三角点附近

の断層以西の岩相と，塚東の岩相とは若干趣きを異にし

この間に時代的差異があるように考えられる。

　走向方向に平行な小断層は，堆区全般に互つて無数に

存在するもののようであるが，地質構造を大きく麦配す一
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　るような顕著なものは認められない。

　砂岩　砂岩は本地域内において最も広範囲に亘つて露

　出し七いる。三角点阻近の断層以東では，外観灰白色な

　いし暗色を呈し，やΣ粗粒であるが，以西ではおおむね

　中粒で，灰黒色ないし駒黒色を呈し，一部には細粒で一

見珪岩様を呈するものがある。

　加茂谷村貝河部落附近および桑野町北谷部落附近で

は，新鮮な砂岩を石材として採取しているが，加茂谷村

北部では著しく風化変質している。

　頁岩・粘板岩・千枚岩　加茂谷村十八女附近には，千

枚岩の発達が著しく，本岩中に承銀および満俺鉱床が胚

胎している。粘板岩は地域南部に認められ，顕著な膨縮’

性を有し，一層は北谷附近より竜ノ窟鉱床附近まで膨縮

　しつつ約4kmに亘つて連続．し，中山鉱床・竜ノ窟鉱床

附近では層厚400mに及んでいる。

　頁岩は褐色ないし黒褐色を呈し，おおむね明瞭な層理

を有し，層厚’5m内外より，最大30mに亘らている。

軟質であるため著しく侵蝕されて谷部を形成している。

　砂岩頁岩互層　本層は地域南部に発達するもので，層

厚：約800mに及び，層理はおおむね明瞭である。

　一般走向はN650E，傾斜75～850Nを示すが局部的
にはかなりの変化がある。

　本層は，砂岩および頁岩が，小は数cmより大は数

100mの互層をなすもめで，この他砂岩の薄層が頁岩中

に存在する場合，また小レソズ状をなして介在する場合

等がある。

　なお前述の化石は本層中に介在する石灰石鉱床より採

取したものであるo

　珪質岩類　本岩にはチャートおよび珪岩があり，一般

・走向N650E，傾斜65《’85QNを示し，地形に著しい影

響を与へ，急斜面によつて特徴づけられる特累な地形を

示している。

　本岩は中山鉱床以北に発達し，以南には存在しない。

全般的に膨縮性を有し，層厚20～200mで，また著し

い連続性を示し，1～数kmセと亘って連続している。

　外観馳青色～淡青色を呈するもの，褐色～黒褐色を呈

するもの等があり，全般的に緻密堅硬である。また厚さ

数cmの薄層の集合よりなるもの，および稀に粘土質

物を挾有するもの等がある。

　輝線凝友岩　本岩は竜ノ窟鉱床’・高島鉱床およびその

延長方向に，石灰岩の見掛上，上盤側に小規模に露出し

ている。岩質は濃緑色塊状を呈L，風化した部分はチヨ
コーレんト色を呈し，甚だ脆弱である。

　3．3　中生厨

　概査地域の勝浦郡高鉾村には，古生層の南側に，下部

白璽紀層に属すると称せられている藤川層がある・藤川

（山田正春・井上秀雄）

層は頁岩よりなり，一般走向N300W～E－W，傾斜35
～500Sを示し，外観褐色～黒褐色を呈じ，おおむね層

理は明瞭である。本層と古生層との関係は，断層関係に

あるものと老えられる。

　3．4第閥紀暦
　第四紀層は古生層・三宝山層および中生層を不整合に

覆つて存在しており，また石灰石が露出する地帯には，

石灰石のみよりなる新期崖錐がある。

4．石’次石鉱床概読

　本地域の鉱床は，勝浦郡高鉾村のおそらく押被せ断層

により転位したと考えられる鉱床のほかは，いずれも古

生層および三宝山層中に，膨縮性に富む層状あるいはレ

ンズ状を呈して賦存するものであるが，このほか石灰石

のみよりなる新期崖錐もまた稼行の対象となり得る。

　古生層および三宝山層の鉱床は，鉱体の形・規模およ

ぴ品質にづいてかなりの相違があるが，これらについて

概括的に述べれば次の通りである。

　4．1　古生層に属する鉱床

　古生層に属する鉱床には，おおむね小規模のレンズ状

を呈して存在するものと，おそらく押被せ断層によつて［

古生層および中生層上にのる鉱床との2種類があること

は前述した通りである。前者には勝浦郡生比奈村の勝浦

川北部および南部の鉱床等があり，良質かつ均質である

が層陣に乏しく，また連続性に欠け，いずれも鉱量的に

稼行価値に乏しい。後者には高鉾村正木の鉱床があり，

鉱量も比較的多く，良質かつ均質である。

　4．2　竃宝山層に属する鉱床

　本地域の鉱床の大半は三宝山層に属するもので，ほと

んど那賀川南部に賦存しており，部分的に苦灰石化して

いる箇所がある。

・鉱床は地層中に，おおむね北に傾斜する層状あるいは

レyズ状を呈して介在する。主要賦存地帯は，樫野明

谷・剣ケ岳・三角点山・樫野加茂谷より十八女鉱床にわ

たる一連の地帯と，中山・竜ノ窟鉱床より大竜寺鉱床に

わたる地帯である。石灰岩層は，比較的層厚に富み，ま

た走向方向への連続性にも富むもので，大は三角点山の

鉱床より，小は長径2σm程度に到るまで数多くの鉱床

が存在している。このうち局部的に苦灰石化しているの

は，中山鉱床中のものを除いては，いずれも主要賦存地一

帯外である。

　石灰石は品質良好であるが，古生層中の鉱床に比Lや

X不均質で，特にフリソト質珪質岩を挾有する箇所およ

び燐の含有量の多い箇所等があり，前者は中山鉱床に顕

著であり，後者は剣ケ岳鉱床の一部に認められる。

　三宝肉層中の鉱床は鉱量的にも品質的にも将来の開発
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　匿］第四紀層

　刎石灰岩岩錐

　圃石殿
　、口砂嵩
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　懸チヤート麟

　匿ヨ磯頁岩互層

　屡翻鰍凝灰岩

　／断層
39／走侮傾斜
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第2図一　徳島縣那賀郡加茂谷村附逝地形

が期待される。

4．3　鉱量その他

鉱床別の鉱量および品質については，鉱床各説の項で

蜘記す三鉱量は昭和127年度の第1次調査報告においては，
一応予想鉱量を算出しておいたが，本年度において主要

鉱床地帯の調査を完了したので，露天掘を前提として推

定可採鉱量を算出Lた。

　準定可採率は鉱床によつて相違があるが，おおむね60

》80％で，石灰石の比重は一律に2．7，新期崖錐の比重

は1．5としたo

　品質の記載に当つて，非晶質というのは，肉眼的に結

・晶質でないということであつて，顕微鏡的には，微細な

方解石（Calcite）の結晶よりなるものである。
　　　　’
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　　第1表産業別に要求される石灰石の規格

　　　　　ヒ
セメント用1

カーバイト
用

硝　子　用

石灰ソーダ
灰用

炭酸カルシ
ウム（白艶
革）

MgO 5％以下

Sio2，Al202，MgO，いずれも1％以下
P，S，等は特に有害で，Pは0．006％以
下が望ましい。

5。鉱床各論

Fe
SO2，P205
Al20含

0．8％以下
1％以下
3％以下

SiO2十Al203十Fe203　5％以下

P2050．09％以下を理想とし，0．2％以上
では使用不能

　　　　　　　　　　　　　　　　29一（597）

　5．1　那賀郡下の鉱床

　本地区には前述の如く多数の石灰岩が存在するが，鉱

床として取扱つたものは次に記すもので，一その他は品

質，鉱量および立地条件等より考察して企業の対象とは

なり得ないものと判断し，本項より除外した。

　なお現在稼行されているのは，概査範囲を含めて東部

より，吉見常松・樫野明谷・高尾・樫野加茂谷・樫野十
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　　　第2表　石灰石分析表

No

1
2
3
　4

5
6
7
8
9
10

11
12
13、

14
15

16
17
18
19
、20

21
22
23
24
25

26
27
28
29
30

31
32
33
34
35
，36

37
，38

39
40、

41
．42

．43

，44

45

．46

47
、48

49
、50

、51

52
．53

54
．55

56
57
、58

．59

・60

61
・62

・63

ミ64

・g4・sslCa・IMg・

43．％55．罷。，、ぎ

え§：含雛馨：8318：養9

43．7654．8510．19
43．43155．3510．07

珪§：轟：ヱ18：§9

43．36　55．35　0．41
　　　　　143．37　55．28 0。41
　　　　　143．33・55．0410．39
43．9555．3510．41

43．45　55．00　0．41
43．32　55．04　0．36

43．56 55．32・0．33
43．33　54。92　0．31

43．45155．120．34
43．55155。000。31
43．62155。200．27

　　143・46155・120・33
43．28　54．92　0．36

43．70　55・00　0．36
43．19　54．55　0」79
、43．00　54．37　0．53
’
4
3
． 34　54．67　0．45

42．73　54．51　0．45

43．46・55．12　0．29
43．87　55．00　0．32
43．60’54．67　0。28

43．69　54．17　0．32
43。49　54．62　0．30

43．62　54．58　0，25
43．60　54．51　0．38
43．51　54．50　0．37
43．45　54。17　0．37
43．63　54．3510．39

42．96　53．55　0．38
42。88　53．37　0．37
43。65　54．35　0．46
43．51　55．04　0．29
44。68　54．76　0．32

43．74　55．18　0．33
43．83　54．76　0．36
43．52　55．00　0．36
43．75　54。17　0．46
43●79　55。90　0．31

43．80　55．01　0．30
43．57　54．55　0．35
43．67　55．17　0．34
44．38　54．35　0．39
43．50　55．00　0．41

43．50　54．76　0．30
43、75　54．76　0．言6

43．48　55．04　0．37
44．36　54．76　0．32
43。43　54。35　Q．33

43．38　55．04　0．34
43．40　55．04　0．25
43．51’54．90　0．32

43．38　54．93　0．30
44。58　54。51　0．32

43．5654．◎60．45

43．82　54．72　0．39
43。81　55．04　0。38
43．87　55．29　0．39

F¢203十
A！203

　　％
．0。22

0．50
0．61
0．26
0．18

1．66
0．41
0．18
0．19
0．18

0．28
0．32
0．35
0．23
0．18

0．22
0．16
0．16
0．32
0．35
0．15’

0．19
0．59
0．53
0．35

0．62
0．23
0．31
0．29
0．29

0．46
0．54
0．30
0．88
0．36

0．38
0．38
0。37
0．33
0．29

0．63
0．28
0．58
0．22
0．21

0．10
0．26
0．20
0．15
0．21

0，37
0．24
0．24
0．30
0．79

0．66
0．18
0．81
0．18
0．40

0．21
0．33
0。33
0．17

SO3 lP2・51，Si・2

。！
　　　　／
　　　0．116
0．015　0．018…

0．007　0．007

0．002　0．060
　010．091

0．178・0．041
0．010　0．009

　00．007
0．012　0．046
0．007　0．310
　　1

　％　％　％
　0　　0．071　0．17
0．009　0．009　0．08
0．0070．014！0．12

　　　　　1
8：81118：81夏脳

0．009　0．023　0．40
0．01010．0220．13
8181釜囎ll§聾．

0．010
0．170
0．170

　0
0．019

0．026
0．020・

0．007
0．140
0．012

Q．012
0．012
0．012
0．007
0．010

0．012

0．005

　0
0．001
0．015

0．002
0．015
0．010
0．007
0．007

0．007
0．0σ2

0。004
0．010
0．007

0。003
0．004

　0
0．002
0．007

0．008
0．007
0．007
0．008
0．010

0．007
0．007
0．009
0．010

　　　0．18
　　　、0．77
　　　0．22
　　　0．12
　　　0．50

　　　0．31
　　　0．54
　　　0．22
　　　0．19
　　　0．15

0．0010．1冬
0。003　0．17
0．112　0．52
0．116！0．10
0．06011．09

0．134　0．10
0・02310・15

8盤8翌
0．042　0．47

0．113　0．25
8：翻器

0．22010．71

0．068

0．059
2．006
0．039
0．018
0．015

0．090
0．052
0．140
0．042
0．063

0．001
0．058
0．025
0．026
0．060

0．090
0．049
0．007
0．081
0．140

0．168
0．142
0．005
0．126
0．096

0．037
0．058
0．057
0．028

0．29

1．67
1．27
1．11
0．28
0．55

0。16
0．19
0．17
0。17
0．15

0．09
0．52
0．17
0．19
0．70

0．61
0．20
0．11
0。13
0．41
0．21’

0。12
0．42
0．32
0．20

0．14
0．17
0．17
0．09

！N・1・g・1・ssiCa・

　65
　66
　67
　68
　69

　70
　71
　72
　73
　74

　75
　76
　77
　78
　79

　80
　81
　82
　83
　84

　85
　86
　87．

　88
　89

　90
　91
　92
　93
　94’

　95
　96
　97
　98
　99

100
ユ01

102
103
104

105
106
107
108
109

110
111
112
113
・ユ14

115
116
117
118
119

120
121
122
123
124

「125
126
127
128

Mg・1繋＋IS・・lp…ISi・・

43．髪154．％。．3孝。．26％

　　　i43・59155・100・33・0・24
43・3gi54・380・320・31
43．29、54．76　0．36　　　0．35　「
　　　E43．60155．49　0．26　　　0．12
・43．44155．・5・．23・．4・

43・47154・950・250・32
43．43155．09　0．25　　　0．38
43．4gl54．800．310．49

43．57　55．09　0．27　　　0．36

43．44・55．10　0．19　　　0．33

43．35　54．80　0。27　　　0．56

43。3554．550！32　0・84
43．38　54．90　0．29　　　0．39

43．34　55．20　0．26　　　0．30

43．49155．00　0．21　　　0．41

43．48　55．03　0．22　　　0．31

43・59154・990・160あ30
43．48155．13　0．14　　　0．35

43．3955．23微量　0．32

43．30 54．40　0．36　　　1．18』

43．43　54．95　0．22　　　0．35

43．33　54．90　0．10　　　0．50
43．40　54．93　0．22　　　0．65　　’

43．56　54．90　0．17　　　0。28

43．61　54．55［0．18　　　0．49
43．18　54．55　0．20　　　0．60

43．54　54．96　0．22　　　0．46

43．40・54．97　0．29　　　0．36

43．25　54．79　0．25　　　0．48

41．83　53兜49　0．30　　　3．03

43．32　54．99　0．25　　　0．43

43．64　54．87　0．30　　　0．31

43．58　54．50　0．36　　　0．41

43．49　54．45　0．33　　　0．47

43・．48　55．25　0．35　　　0．25

43．63　55．30　0．25　　　0．28

42．61　54．60　0．32　　　1．20

43．57　54．55　0．35　　　0．46

43．42　54．85　0．52　　　0。32

42．90　54．22　0．31　　　0．45

43．39　54．85　0．31　　　0．29

43．65　54．49　0．38　　　0．29
43．58　54．99　0．29　　　0．36

43．58　54．96　σ．30　　　0．37

43．50　54．99　0．42　　　0．35
『
4
3
。 47　54．85　0．33　　　0．42

43．33　54．69　0．29　　　0．45

43．66　54．69　0．31　　　0．35

43．22　54．59　0．39　　　0．38

43．60　54．60　0．54　　　0．34

43．56　54．09　0．75　　　0．57
43．30　54．65　0．32　、’0．21

43。56　54．88　0．40　　　0．20

43．45　55．04　0．29　　　0．23

43．43　54．35　0．36　　　0．45

43．24　54・33 0．35　　　0．25
43，、62　54．75　0．30　　　0．25

43．24　53．30　0．37　　0．16
43．92　54．79　0．34　　　0．17

43，66　53．93　0．30　　　0．11

43．59　54．60　0．32　　　0．20

43．70　54．80　0．31　　　0．16

43．85　54．44　0．29　　　0．24

。．。髭。。。％1。．2多

0．005　0．036　0．55
0．019　0．048　0．73
0．012rO．1301．19

0．01410．0410．02

0．014　0．046　0．30
0．02610．11010．35

8：813i，8：辮1§

0．014

0．019
0．004
0．002・

0．019
0．019・

0．015
0．014
0FO12
0．012
0．009

0・00710・032
0．012
0．027
0．004
0．010

0．020
0．03610．234
0．03210．006

8：8翻器

0．026　0．380
0．010　0．020
0．009　0．042
0．017　0．372
0．002　0．107

0．017　0．012

0．018　0．028

0．039　0．591

0．017　0．116
0．027　0．034

0．015　0．050
0．020　0．100

0．020　0．060
0．021　0．034
0．029　0．057

0．017　0．064
0．039　0．136
0．005　0．160
0．01210．024

0．019　0．016

0．0140．011
0．014　0．011

0．025　0．015
0．019　0．G16
0．00510．020

0．011　0．029
』
0
．
005　0．015

0．010　0．046
0．004　0．015
0．004　0．023

0．020　0．020
0乙012　0．028
0．007　0．023
0．012　0．023

0．008

0．062
0．069
0。115
0．116
0．085

0．112
0．084
0．006
0．025
0．015

0．034
0．242
0．062
G．011

0．160

0．18

0．28
0．34
0．32
0．24
0．32

0．38
0．31
0。26
0．23
0．51

0．20
0．43
0．33
0．23
G．56

0．59
0。67
0．28
．0．37

0．47

0．33
0．36
0．35
0。63
0．52

0．22
0．26
0．21
0．43
0．34

1．63
0．51
0．97
0．29
Q．33

0．22
0．35
0．30
0．38
0．64

0．45
0．44
0。81
0．57
0．21

0．35
1．35
0．44
2。57
0．60

1．53
0．47
0．37
0．83

30一（598）



徳島県那賀郡および勝浦郡下の石灰石鉱床調査報告　（山田正春・井上秀雄）

N・」・象1・ss

、29！23．髪

130　43．19

・　131　43．74

132　43．62

133　43．92

134　43．00

135　43．55

136　43．58

137　43．30

．138　43．13

1郡舞：器

141　43．79
142　35．83
143　43．78
、44143．77

145i46．35
146143．57

147　35．93

148139・50

C・・IMg・慶甜

％1％30．0310．46
53．15　0．35
54。87　0．27
54．76　0．35
54．37　0．24

54』990．36

53。26　0．33
55．15　0．35
53．95
53。34

54．87

53．49
54．50
47．22
55．11

48．50
44．57
55．21

40．12
46．04

2．48
0．19

0．31
0．31
0．50
0．65
0．22

6．88
8．27
0。23
2．20
0．27

％
0．70
0．24
0．18
0。16
0．18

0．18
・0．41

0．15
0．17
0．22

0．15
0．27
0．28
0．45
0．26

0。25
0．31
0．33
0．50
0．36

S・3匹・51＄三・21

。．。壽。．O髭145．5ぎ

　　　ト0．007　0．03613．06
0．008　0．021　0．65
0ワ005　0．020　0．44
0．008　0．（）48　0．75

0．008　0．03211．48
0．014　0．024　2．14・

0．004　0．057　0．24
0．019　0．016　0．18
0．014　0．（）76　2．76

0・01010・090iO・33

8：8諾8：雛2ζ

0．012　0．01216．15
0．0150．020［0．15

0．020r　O．025　0．16

0．019　0．026　0．21
0．0120．08110．4垂

0．022　0．01620．80

　　　し0．017　G．G2813．23

　　　1

No

149
150
151
152
153

154
155
156
157
158

159
160
161
全平
均

129
147
除外
平均

Ig．loss　CaO

％
43．37
43．84
43．51

43．84
43．90

43．55
43．45
43．03
43．46
42．83

43．39
42．63
43．20

43．20

43．99

Mg・1繋＋
％
54．09
54．90
55．25
54．80
54．10

54．55
54．55
54．32
54。80
53．90

54．66
51．20
53．22

54．25

54．49

％
0．24
0．24
0。27
0．39
0．22

0．52
0．31
0．41
0．53
0。71

0．33
0。58
0．69

0．45

0．44

％
0．31
0。13
0．26
0．05
0．09

0．02
0．18
0．53
0．43
0．33

0．48
0．23
0．28

0．368

SO3lp2・5

％
0．071
0．005
0．007
0．007
0．009

0．009
0．0091

0．017
0．010・

0．017

0．025

％
0．015
0．042
0．028
0．006
0。024

0．026

0．020
0．011

0．012
G．028

0．050
0』027　0．025
0．014io．054

0．01620．0784

0．365　・0．01620．0792

Sio2

　％
0．32
0。26
0．17
0．36
1．25

0．81
0．70
0．95
0．38
1．77

0．48
4．43
2．29

1．1199

0．7103

註　129，147はSio220％以上含有する試料
　　　　（採取位置は地質図参照）　『　分析者　徳島県工業試験場）

八女・竜ノ窟第一・高島・中山の諸鉱床で，その他剣ケ

岳鉱床は稼行準備中であり，北谷鉱床，嵐谷鉱床はかつ

て稼行されたことがあるが現在は休山している。，その他

の鉱床は，まだ稼行されたことがない6

5．1．五精査地区

樫野明谷鉱床

本鉱床は，’長生村明谷の三角点（165．3m）の南西にあ

る。採掘した原石はイyクラインによって工場に運ばれ

生石灰（主として工業用）用に供せられている。

鉱床は南北2箇所あり，北の鉱床は砂岩を下盤頁岩

を上盤として賦存し，南の鉱床は珪質岩類を下盤砂岩

を上盤としている。

いずれも連続性に乏しいレンズ状小鉱床である。石灰　

石は外観灰白色ないし駒灰色を呈するが，品質は良好で

砂岩・頁岩・珪質岩類等に接する部分を除いては，いず
P
れ
も
均
質 である。

平均品位（Nos．2～4の3個の平均）は次の通りである。

・5咽ca・IMg・嘘81＋ls・・lp…lsi・・

43．6多54．髭。。1デ。．45鞠．。。訟。．孟。．、髪

　　　　　　　　ξ
鉱量は南および北の鉱床の合計で約20q，000tと算出

される。F

『剣ケ岳鉱床

木鉱床は長生封西部に所在する剣ケ岳の稜線に沿つて

ほ黛東西に伸長するレソズ状鉱床で，東西延長約700m〆　，

最大厚さ約200mを算する。
また石灰岩地帯の急斜面には，石灰石のみよりなる新

　　　　∬餌・　　　　　　　り　　　　　　　．　300恥

　　第3図　劒ケ岳資料採集位置図

期崖錐が発達していて，これも稼行の対象となりうる。

石灰石は灰白色ないし乳白色を呈し，緻密，堅硬，非

晶質め良質鉱であるが，試料番号No．28よりNo．37

年至る（剣ケ岳試料採取位置図参照）一連の線上には，群

の含有量が比較的多く，’特にNo．37においてはP205

2．006％を示すので，．カーバイト，有機合成，炭酸カル

シウム用等としての稼行に当つては，充分注意すること

が必要であるQ

平均品位（：Nos．18～69の52個の平均）は次の通りで

ある。

・齢1・s91Ca・1革9・懸鋤S・・IP昇・・ISi・・

　％
43．58

％
54．75

％
0．36

％
0．35
　％
0．0174

％
0．119

％
0．373

鉱量は約1，1GO万tと算出される。

本鉱床は白石工業株式会社によつて稼行準備中そあ

る○

本鉱床は傾斜が比較的急な稜線に賦存しているので，
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　　　　　　　　第4図　那賀郡下鉱床位置関係図
　　　　　　　　　第3表　操業の現況

鉱山名

　樫野
’十八女

樫野
、加茂谷

樫野
明谷

高雄

中山

田中

清水

高島

吉見

常松

所在地

那賀郡加茂
谷村水井

1那賀郡加茂

谷村加茂

那賀郡長生
村明谷

那賀郡加茂甲

村高雄

那賀郡桑野
町阿瀬比

那賀郡桑野
町阿瀬比、

ク加茂
谷村黒河

那賀郡桑野
町阿瀬比

那賀郡加茂
谷村黒河

那賀郡加茂
谷村明谷

同　上

経営者

樫野石灰工
業株式会社

同　上

同　上

不　明

中山製鋼株
式会社

田中竹次

清水産業株
式会社

高島毅

吉見石灰工
業株式会社

常松増次

採掘方法および設備

露天機械掘，馨岩機

R．392台
、安全索道往復L8K：
採掘場2

従業員

45名・

（轟場）

産額

月産
500t

露天機械掘，難岩機
R．393台㌔
採掘場3クラヅシ，ヤ

ー30HP．1．イyク
ライン往復450m，
200m
露天手掘り，インク
ラインを有す
採掘場2、
露天手掘り，採掘場
1，トロ，軽便索道
あり

露天機械掘り
採掘場5　（中2っ稼
行）

中山鉱床および竜ノ
窟第1鉱床の2ヵ所
で採掘している
露天機械掘りおよび
手掘り

露天機械掘り，採掘
場1

露天手掘り，．採掘場

1

露天手掘り，採掘場
1

同　上

110名
（麗場）

不明

不明

60名

20名

16名

23名

月産
2，000t

不明

不明

月産
1，000t

製鋼用
300t

石材
20Gt
テラヅ
300t

月産
400t

月産
600t

沿　革

明治初年よ
り稼行『

明治初年よ
り稼行

35年前に石
材用として
稼行L現在
に至る

大正15年よ
り石材採掘
に着手，昭
和8年以降
石灰製造に
転換

40名
　　月産（禦番）5・・1、

3名 月産
200t

用　途

工業用生石
灰及び炭酸
カルシウム

工業用生石
灰とし，製
紙・農薬・建

築材用とす

生石灰用

農業用消．石

灰

中山製鋼所
で製鋼に供
す

製鋼用は中
山製鋼所べ
売鉱，石材，

テラゾは岐
阜県へ出荷

農業用消石
灰その他，

1製鋼用とし
て中山製鋼
所へ

農業用消石
灰

生石灰用

炭酸カルシ
ウム及び製
鋼用として
原石で販売

その他

自家工場を
有す

自家工場を

有す竃14基，鏡在8．

基稼働、

自家工場を
有す

自家工場を
有す

苦灰石100t
採掘したこ
とがある

石材の商品
名
加茂更沙，

淡雪，テラ
ゾ

自家工場
（竈3基）

自家工場
（竈8基）を

有す
敗路
阪神75％
県下25％

自家工場を
有す
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稼行条件はあまり良好でないが，鉱床中には節理も少な

く岩質は堅硬であるから，『グローリーホール等g採掘方

法を採用することが賢明である。

　また新期崖錐の石灰石は，品質良好で，かつ破砕作業

カミ省げる大きな利，点を有する。

　剣ケ岳の東方地区にも，東西に伸長するレソズ状鉱床

があるが，この鉱床の鉱量は前者が約50万t後者が約

20万t程度である。品質は良好で，平均品位（Nos・9，

5の2個の平均）は次の通りである。

・gl・sslCa・tMg・慶81＋iS・・ip3・・ISi・・

始．3多55．％1。．3ぎ。．、8影。．。ま髪。．、釜。．3％

　　　　　　　1　膠

　三角点鉱床

　本鉱床は本地区中最も大きい鉱床で，加茂谷村東端の

三角点（532．5m）をほ黛中心とし，東西延長約1，700m，

最大厚さ約400mを算し，おおむね北に傾斜する層状

を呈し，東部は断層で切断せられ，西部では幾分北に轡

曲して尖滅している。

　石灰石は部分的に黒色昧を帯びる網状脈の存在する箇

所があるほかは，全般に緻密，堅硬，非晶質で，品質は

良好かつ均質性に富むものである。

　平均品位（：Nos．5～8，10～14，70～83の23個平均）

は次の通りである。

　平均品位（Nos．84～86の3個の平均）は次の通りで

ある。

・縁1・ss／Ca・IMg・1雛＋IS窃匹・・ISl・・

　　％
43．37
　％
54．86
　％
0．19
　％
0．62

。．。調。．。髪

　　1
　％
0．38

　鉱床の規模は西鉱床は延長約150m，最大厚さ約50

m，東鉱床は延長約150m，最大厚：さ約30mで，鉱量

は前者が約70万t，後者が約15万tと算出される。

　樫野加茂谷鉱床

　本鉱床は明治年間より稼行されているが，現在月約

2，000tの原石を採掘して，これをイソクラインにより

工場に運び，主として工業用生石灰用に供している・

　鉱床はおおむね層状ないしレンズ状を呈し，部分的な

轡曲はあるがほ黛東西に伸長し，比較的急傾斜を示して

北に傾くもののようで，東部は珪質岩に接して尖減し，
［
西
部 は加茂川に至つて急激に尖滅している。鉱床の規模

は東西延長約1，000m，最大厚さ約130mを算する。

　石灰石は駒白色ないし灰白色を呈するもの塗普通とす

るが，時に駒黒色を呈する部分があり，また上・下盤の

砂岩に接する箇所にはフリyト質珪質岩を含有する場合

があるQ

　平均品位（Nos．89～99の11個平均）は次の通りであ

るo

・麟1・sslCa・IMg・鵬81＋iSαIP・嚇・・

・43．■55．詣。．2多1。．4、多。．。、釜1。．。5姦。．288

　　　　　　　　　　1　　　　　1

　鉱量は約8，500万tと算出される。

　本鉱床は量的にもまた質的にも，本地区中では最も優

秀な鉱床であり，また地形的にも，大規模な稼行を行い

得るものであるが，運搬設備は現在極めて不備である・

本鉱床を単に搬出の間題のみで死蔵に終らせないよう

に，例えば産業道路開設等の適切な措置を取られること

が望まれる。

　高尾鉱床

　本鉱床は加茂谷村高雄部落附近に存在するもので，部

落中央を南より北に流れる漢疏を挾んで，東および西の

2つの鉱床がある。東部の鉱床は南東に，西部の鉱床は

南西に，おおむね漢流に対して対称的に位置している。

このうち西鉱床が現在稼行されており，この原石は高尾

部落にある工場まで索道によつて運ばれ，生石灰用に供

されている。

　石灰石は馳白色ないし灰白色を呈し，非晶質，緻密，

堅硬な良質鉱で，かつ比較的均質性に富み，爽雑物はほ

とんど認められないo

1岱1・sslCa・iMg・

　　％
43．24
　％
55．05
　％
0．307

繋＋is・・IP…ISi・・

　　％
0．577
　　％
0．0247
　％1　％
0．2　0．23

　鉱量は約900万tと算出される。

　本鉱床の北部那賀川側は，石灰石がそそり立つている

閣が，運搬道路に比較的近く，立地条件には比較的恵まれ

ているといえるo

　稼行に当つては，加茂谷川側およぴ那賀川側の2通り

の搬出が考えられるが，これは採掘方法および採掘量に

・よる問題で，一概にどちらカミよいかいえない〇

　十八女東方鉱床

　本鉱床は前記加茂谷鉱床と十八女鉱床の中聞に存在す

る鉱床である。館床はほ黛東西に伸長するレソズ状を呈

』し，おおむね北に急傾科を示して賦存するもので，東西

延長約一250m，最大厚さ約50即を有する。

　石灰石はおおむね灰白色を呈し，非晶質でまた緻密

堅硬であり，來雑物は比較的少なく，おおむね場質性に

富むものであるo

　平均品位（Nos．103～105の3個平均）は次の遙りで

ある。
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烹1・s・ICa・IMg・1繋＋ISα晦ISi鋭

　　％　 ％　 ％1　　％　　％　％43．30，54．870．3931・0．410。01970．0660．80

　　　　　　　D
鉱量は約80万tと算出される。、

本鉱床は運搬道路にも比較的近く，恵まれた位置にあ

る。、，

十八女鉱床

本鉱床は明治年聞より稼行されて現在に至つている

が，現在2つの採掘場において露天掘で月約500tの原

石が採掘され，安全索道によつて那賀川を越えて工場に

送られ，生石灰および炭酸カルシウム用に供せられてい

る○

鉱床は南から北に流れる漢流を挾んで，東にはおおむ

ね東西に伸長するレンズ状鉱床があり，西にはほ黛N50。

Eに伸長するレンズ状鉱床があるが，この両鉱床硯関係

が連続するものであるか，あるいは別個のものであるか

は漢流附近が新期崖錐によつて覆われているため明らか

でない。

東部鉱床は東西延長約200m，最大厚さ約70mを示

し，おおむね北に傾斜するものである。、

西部鉱床は延長約350m（さらに連続しているが，調

査範囲の関係上途中で打切つた）。最大厚さ約100mを

示し，北東端は新期崖錐に覆われている。現在はこの西

部鉱床が稼行されている。

石灰石は灰白色ないし駒白色を呈し，全般的に非晶

質，緻密，堅硬で，來雑物も少なく比較的均質性に富ん

でいるo

平均品位は次表の通りである。

廃8劉、Sα團Siα

平均品位（Nos．113～115の5個の平均）は次の通り

であるQ

万rl・・siCa・iMg・1繋＋IS嘩・・1寧iα

　　％　％1％　％　％　％　％43。49　　54．63・0．41　　　　0，36　　　0．015　0。017　0．49

　　　　1
鉱量は約270万tと算出される。

本鉱床は田中鉱山がテ7ゾ用石材として月産約300t

を採掘している。

竜ノ窟第2鉱床
本鉱床は前途の竜ノ窟第1鉱床の見掛上下盤側に存在，

するものである。本鉱床は地質的には後述する高島鉱床

と連続するものであるが，鉱量または稼行現況等より’判

断して2つの鉱床として取扱つた方が便利と考えたので

竜ノ窟第2鉱床および高島鉱床として別々に記載するこ

ととした。・本鉱床はほ黛東西方向に伸長する不規則なセ

ンズ状を呈し，1おおむね北へ70～90。傾斜するもののよ

うである。鉱床の規模は延長約500m，最大厚さ約180

卑である。

石灰石は外観灰白色ないし灰褐色を呈し，緻密，堅

硬，非晶質である。また爽雑物もほとんど認められず，

比較的均質性に富むものである。

平均品位（Nos．116～121の6個の平均）は次の通りで

ある。

1象1・sslCa・IMg・眠竈81＋1．Sαlp・銑iSi磁

　％
43．23

・縁1・ss！Ca・Mg・

　％
54．78
　％
0．33

％　％1
0．02
　％1％
0．0650、59

　ド　iO．0860．30
　｝

　％
54．56

東鉱床

西鉱床

　％
43．54

43．52 54．93 0．35

0．31

0．38 0．028

註　東鉱床はNo．106ん108の3個φ平均

　西鉱床はNo．109’》111の3個の平均

鉱量は東部鉱床が約120万t，西部鉱床が約500万t

と算出される。

竜ノ窟第1鉱床

本鉱床は珪質岩類を下盤とし，頁岩を上盤としてほ黛

：N700Eに伸長する不規則なレンズ状鉱床である。

鉱床は延長約400m，最大厚さ約80mで，ほ貸垂直

に賦存するもののようである。　、

鉱床中には來雑物はほとんど認められず，石灰石は外

観緻密，堅硬で，灰白色ないし淡褐灰色を呈し，比較的

均質性に富むものである。

　％’

0．41
　％
0。33
　％
0．013
　％
0．017
　％
0．62

　鉱量は約750万tと算出される。

　高島鉱床
　本鉱床は竜ノ窟第2鉱床の東部に当り，傾斜ほ黛垂直・

．を示して賦存している。

　鉱床は粘板岩・頁岩中に胚胎し，東南部では輝緑凝庚

岩に接し，また上盤側には小規模な珪質岩類がある。本

鉱床と竜ノ窟第2鉱床との関係は，両者聞に存在する崖

錐および表土が厚いため確認することができなかつたが

あるいは連続するものかも知れない。

　鉱床の規模は延長約200m，最大厚さ約40mであ
るo

　鉱床の北側には，青緑色のフリyト質珪質岩が存在し

後述するようにこのために石灰石中の珪酸分の含有量は

比較的多い。石灰石と珪質岩の境界の状況は，両者が擾

乱混合した状態を呈しているが，この状態は推積当時の

沈穣環境を暗示するものとして興昧ある現象である。

　平均品位（NQS・122～125の4個の平均）は次の通り

である。
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1・縁1・sslCa・IMg・1鰍＋1S銚團Siq

43．6孝54．髭。．3多。．、彩。．。者1。．。嘉、．2影

　　　　　　　　　　　　　1

　鉱量は約45万tと算出される。

　本鉱床は高島鉱山が稼行し，生石灰用として月産約，

略00tを採掘しているg

　中山鉱床・

　本鉱床は本地区南部，竜ノ窟鉱床の南東部に存在する

もので，砂岩頁岩互轡を下盤とし，走向：N700W，傾斜

’70～90。Nを示して賦存するレンズ状鉱床であるじ鉱床

の規模は延長約800m，最大厚さ約一200：mである。

　＼　　　　　　　　　　　濟σ一　　　　　　　　　，　　採水　　　　・　　　　　　　　　　　掘鎚
　　　　　　　　　　場由　　　　　　　　　r　　　一　一　一　一　、　　　　　　　　ワ　

　

　　　　　　　，’x　　　　　　　ノ　　　　　　，！×　×　　　　　　ノ　　ロドリロロ　で　でつビド　　メ　　　　

、一｛’丁×xマー“1

模な苦灰石の露頭があり，（地質図に記入した試料番号

144，145番の場所），これはMgO6’一8％程度含有す

るもので石灰石中に不規則に胚胎している。外観白黄色

を呈し，かつて100t程度採掘されたとのことであるが

現在の残鉱はいくらもない。

平均品位は次の通りで昂る。

．I

II

III

No．144

0．145

・g畑ICa・

　％i％
41．9348．99

　143．1150．31
　147．4350．38
43．77

46．35
　｝
I
II

lMg・

　　　％
　　1．122

　　1．104

　　0．435
　1
48．506．88

　し
44．57 8．27
　セ

1鰍＋1 S・31P2・5 Sio2

マ　　に

　　　　採鉱　　　　　吻中　　　三中　二中　山　　　場
　　　　掘山　　　　　易山　　　号山　号山　三

　　　　場　鍵翻難藩
　　　　　　　　　　場　　場，場
ド翻不良質石灰石価灰岩こ珪岩が互層をな弗の）

F目蜘灰石　　　、
・皿睡岩 　　　　祖O　　　　IOO　　　200

第5図　中・山鉱床品質分布略図

　鉱床中には全般的にフリント質珪質岩を介在すること

1が特徴で，鉱床の中央部では特に顕著である。石灰石≧

．珪質岩の賦存状態には次の3つの場合が観察される。

　（1）石灰石と珪質岩が厚さ数10cmをもつて板状

構造を呈して累積する場合．

　例、＝　鉱床東端の道路上

　（2）　石灰石と珪質岩が厚さ数10mをもつて板状構

造を呈して累積する場合

　画亀　鉱床の南側全般

　（3）石灰石中に珪質岩が不規則なレンズ状または団

．塊状を呈して複雑に介在する場合

　例：　鉱床の中央部尾根から西側に亘つて認められる

が，後述する中山東方鉱床，その他小鉱床中にも存在す』

るo

　全般的な品質分布は第1図の通りであるが，現在採掘

を行つているのは前記（2）の場合が最も多く，ついで

、（3）の場合も幾分採掘され，　（1）の場合はほとんど

π稼行されていない。

　（2）および（3）の場合ともに出鉱に当つて選鉱を

・行ない，珪酸分の除去に努めている。鉱床の南側に小規

　％　　％、　％
0．28　0．014　0．035

0。25　0．q1420．037

0．24　0．01360．0397
。．25。．。2。1。．。25

・。一・gl・。・26

　％
4．94

2．63

、3．00

0．16

0．21｝

註（1）　　：Nos．127～149の23個の平均

　　　　1よp，Sio220％以上含有するNo．
　　　　129～147を除去した2個の平均

　　11111より，MgO5％以上含有するNo．
　　　　144～145を除去した19個の平均
　（2）：Nos，144，145は苦茨石

鉱量は約2，1go万tと算出される。

本鉱床では次の3鉱山が稼行しているが，採掘方法は

いずれも露天掘である。

グローリーホール等の大規模稼行方式は，フリント質

珪質岩が介在するため困難であるが・もレ行うとすれば

介在するフリソト質珪質岩の分布を充分確認してから位’

置を選定すべきであるQ

中山鉱山：　鉱床南側に5つの採掘場があるが，現在

このうち2つの採掘場において，露天掘により月約1，GOO

tの原石を採掘し，・中山製鋼所に製鋼用として出荷して

いる。中山鉱山は前記（2）の場合で，このうち珪質岩

の少ない部分を選択して採掘している。

清水鉱山：　鉱床北側に採掘場を設け，月産約400t

の原石を採掘し，生石灰用に供しているが一部は原石で

売鉱している。この地区は鉱床南側に比べると，珪質岩

の介在が非常に少ない。

　田中鉱山；鉱床の東端において，月産，石材用200

t，売鉱用300t程度採掘している。本採掘場では珪質岩・

が介在せず，また亀裂・空洞のない部分を石材用として

採掘し，角材にする時生ずる廃石（ジキミ）を製鋼用に売

鉱している。

　中山東方鉱床

本鉱床獄中山鉱床の東方に位置し，砂岩頁岩互層中に

ほ穿東西に伸長する細長いレソズ状を呈して賦存してい

る。鉱床全般に亘つて，前記中山鉱床と同じくフリyト

質珪質岩を不規則な団塊状あるいはレンズ状に含有して

おり，石灰石のみのまとまつた部分が少ないので，稼行
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価値に乏しいものと考えられiる。

品位は次の通りである。

嚢1・岱1・sslCa・IMg・鵬象＋iSq匙P…ISi・・

　％
0．028

％
0．47

である。

、2643．壽154．総。．3多、。．％。．。髭

鉱量は約30万tと算出される。

北谷鉱床
本鉱床は桑野町北谷部落に賦存するもので，鉱床は砂

岩頁岩互層中に，走向E－W，傾斜ほ黛垂直を示して胚胎

するレyズ状鉱床で，延長約130m，最大厚さ約40m，

高さ最大約60mの小規模な鉱床である。

本鉱床の石灰石は中山鉱床等にみられるフリyト質珪

質岩等の來雑物は全く介在せず，外観青灰色ないし淡褐

色を呈し，非晶質，緻密，堅硬で比較的均質性に富む。

　平均品位（Nos．154・》155の2個の平均）は次の通り

である。　，

・紗1・ss！Ca・IMg・i．繋＋IS・3P2αISi・2

　％1％1％0．009、0．023　0．755

　1　1

・魯1・ssCa・IMg・1繋＋IS・31P2・51Si・2

　　　　　　　　　　　％i％　　　　　　　　％　　　　　％　　　％　％42・8552・肌6350・2550・021iO・0チ95
　％
3．34

鉱量は約37万tと算出される。

5．1．2概査地区

那賀郡下においては，前述の精査範囲のほかに津ノ峯

地区鉱床（吉見常松鉱床・答島鉱床）・大毒寺鉱床・深瀬

鉱床・細野臼台鉱床等の概査を行つた。

調査は1／50，0・・地形図を使用して行つたQ

洋ノ峯地区鉱床（第7図参照〉

　％
43．50
　％1　％
54。5510．415
　ト　5

　％
O．19

鉱量は約50万tと算出される。

　嵐谷鉱床
　本鉱床は1／10，000地形実測図による精査範囲外である

ため，鉱床附近について特に1／1，000地形図を作製して調

査した（第6図参照）。鉱床は剥理性の著しい頁岩中に偏
’
豆
状 を呈して胚胎するもので，地下への連続性に乏しく

地下浅所で消滅するもののようである。

　鉱床の規模は東西延長約100m，最大厚さ約60m，

高さ38mの小鉱床である。’

　石灰石は外観暗灰色ないし濠黒色を呈し，比較的粗粒

である。

　平均品位（Nos．160～161の2個の平均）1は次の通り

轟く騒．、、

　至牟岐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心
　　　　　　巨］石灰石鉱床　　　A吉見常松鉱床

　　　　、畢．吻砂額撫籾B鶴鯨
　。嶋・　＼￥断房

　第7図　津オ峯地匠石灰石地質鉱床図

（1）位置および交通

吉見常松鉱床亀　那賀郡長隼村字明谷に位置し，牟岐r

線桑野駅北方約2kmの地、県で・．附近は道路の発達がよ

＜，原石の搬出には至便である。

答島鉱床：　那賀郡見能林村字答島に位置し，牟岐線、

プ

珊
60

　一
　6筆
61－

325

3375

－

350

－
’

160

A

35

325

仁 φ 園石灰石鉱床
3ズ25

・糞
一

300

目頁岩層

3375

350

A

一350

。3a乞5，

一325

　　　　　　　　　　　惚・0　　　10　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　　100

園石灰石鉱床
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α60）分祈試料番号、
（改61）

B、

第6図　嵐谷石凍石地質鉱床図
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橘駅北西約700mの地点で，本鉱床もまた，原石の搬

出には至便である。

　（2）地形および地質
　鉱床は海抜100ないし150m附近に位置し，全般に
緩やかな地形を呈するが，主として珪岩よりなる稜線が

ほ黛東西に連なり，地区西方には桑野川が北流しており

，南部に．は橘港がある。

　本地区の地質は，三宝山層の砂岩・頁岩・珪質岩類・

、石灰岩より構成せられ，その一般走向はN70。E，傾斜

70・》90QNで，局部的な擾乱はあるが，おおむね単斜構

造を呈するもののようである。

　砂岩・頁岩・’珪質岩類は著しく連続性に富むが，石灰

岩のみは，連続性に乏しく，小規模なレソズ状を塁して

賦存している。

　（3）鉱床
　吉見常松鉱床：　鉱床は延長約300m，最大厚さ約50』

mを有するレソズ状鉱床で，西部は断層によつて切断さ

れている。石灰石には外観灰白色を呈するものと，灰黒

色を呈しや」硬質なものの2種がある。

　品位は次の通りである。

　　　　　　　　1鰍＋is・・1恥・・I　　　　　　IMg・墾禦1・岱1・sslCa・
　　　　　　　　　　　　　　　　Sio2
　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％　　％N・ボ　％1％　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　0．42　　　　　　　　　　　　　　0．011　　　　　　　　　0．44　　0．004　　　　　　0．42　143・38154・76

　　　　　　　　　　　　　　　　0．43　　　　　　　　　　　　　　0．087　　　　　　　　　0．17　　　0．009　　　　　　2．05　243．1653、，56
　　　　1
　　　　　　外観茨白色を呈する石灰石　　註No．1：
　　　　　　外観灰黒色奪呈する石灰石　　　No．2：
鉱量は約100万tと算出』される。

本鉱床では吉見石灰工業株式会社および常松増次氏が

採掘している。吉見石灰ば月産約500tを採掘し生石灰

用として自家工場に送り，常松増次氏は本鉱床の中央部

に，5個の切羽を設け月産約3σOtを採掘し，製鋼用と

して中山製鋼所に，また一部炭酸カルシウム用として売

・鉱しているQ

　本鉱床は立地条件に恵まれ，かつ品質も良好であるか

ら，精査を行つて鉱床の分布を正確に確認して，将来は

・合理的稼行を考える必要がある。

　答島鉱床：P鉱床は延長約70m，最大厚さ約30m、
の小規模なレyズ状鉱床で，現在高島石灰工業株式会社

によつて，生石灰用として小規模に稼行されている。本

鉱床は地形的にもまた切羽の状態からみても，残存可採

鉱量は少なく，4，400t程度と算出される・

　大竜寺鉱床

．（1）　位置および交通

　那賀郡加茂谷村・鷲敷町にまたがる，大竜寺南西約

500mの地点にあり，乗合自動車で和食下車，マこれより

現地まで約1kmは峻険な山道である。
　『（2』）地形および地質

　本地区は大竜寺山（600m），その他海抜600m前後の

出々が，壮年期的地貌を呈してほ黛東西に連なつてい

　　　　　　　　　　彦

至　　　　　　　　　　　　　　　、
　日　　　　　　　　　　　　　　　　1
れ

佐　　　　　　　　　［⊇ヨ石灰石鉱床　　C大竜寺鉱床

・一＿一・・　國窺欝　D鰍鱗

　　　第8図　大龍寺石灰石鉱床地質図

る。この山嶺は走向ほ黛E－Wの珪質岩類，石灰等より

なり，同じく東西に発達する谷は主として走向ほ黛E－W

の頁岩・砂岩等の比較的軟質岩よりなつている。那賀川

は本地区の中央部を蛇行しっつ北流し，流域は風光明媚

で，鷲敷ライyの称がある。

　（3）鉱床
大竜寺鉱床：　鉱床は珪質岩類を下盤としてほマ東西

に賦存するレンズ状鉱床で，おおむね垂直に賦存するも

ののようである○

規模は延長約470m，最大厚さ約70mを算し，また

鉱床の南および北の斜面には石灰石の崖錐がある。，

　石灰石は灰白色で一部淡褐色を呈する箇所もある。全

1般的傾向としては比較的軟質で，品質は良好である。鉱

量は石灰石岩錐を含めて約600万t算出されるが，鉱床

は主要道路より離れた山嶺に位するたや，．立地条件は良

好でない。

　鷲敷苦灰石鉱床＝　那賀川の西側に，延長約10翫n，

厚さ約80mの小レyズ状石灰石鉱床があるが，このう

ちに延長約50m，厚さ約20mの小規模なレ》ズ状を
呈する苦灰石鉱床がある。苦灰右はMgOの含有量15～

16％といわれ，鷲敷石灰工業株式余社によつて稼行され

ている。苦灰石の鉱量は約8，000t程度と算出される。

　細野・臼台地区鉱床

　本鉱床は精査地区中の十八女鉱床の延長部に当るもの

で，那賀川を横断してさらに西方に連続している。十八

女鉱床と本鉱床は必ずしも連続するものとは考え難く，

レyズ状を呈して断続するもののようであるg

　石灰石は那賀川束側では厚さ約10mの鉱床が2層あ、
り，西側には厚さ約15mの鉱床が1層あり・いずれもお

おむね走向N800W，傾斜700：Nを呈する。前者では北

側鉱床の方が良質であるが・全般的に純度に欠軌ヅ部大

理石が存在する。肇者ぼ比較的に品質良好であるが・西

にいくほど結晶質となり，また珪酸の含有量が多くなつ

欝1・岱1・ss1Ca・IMg・伝留翫＋ISα剛Si磁

東岸，北部

西　岸

　％i％
42．1953．85
　　1
43．6555．35
　　｝

％
0．19

微量

。．2劉。．。蓄。．。％13．髭

　　l　l　I
…510・017ρ・040ρ・26
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て，所によつてはチャートと混合している。

　品位は表の通りである。

　深瀬苦友石鉱床

　加茂谷村深瀬には，低品位かつ小規模の苦灰石鉱床が

あり，かつて小規模に稼行されたとのことである。

　鉱床は走向：N600W，傾斜60。NEの頁岩中に賦存な

し，南北方向の2条の断層によつて切断せられているが

殉その厚さは東部より4m，5m，7mである。

　品位は次の通りである。

・魯1・sslCa・陣・1繋＋IS・・lp2・・ISi・・

45．7あ44，壽18．5劉。．3多「。．。翁。．。劃。．7彩

　本鉱床の苦灰石はMgOの含有量からいつて稼行価値

に乏しいものと思われる。

　5．2　勝浦郡下の鉱床

　勝浦郡高鉾村・生比奈村に賦存する鉱床はV5D，…地

形図によつて概査した。

　生比奈村の鉱床は量的に問題にならないが，高鉾村の

鉱床は地質構造上興昧があり，かつ鉱量も多いので，さ

らに精査を行つて地質構造および石灰石の賦存状態を明

らがにする必要がある。

　高鉾村の鉱床（第9図参照）

　（1）位置および交通

　鉱床は勝浦郡高鉾村藤川の北方約2kmの地、点に位置
し，調査範囲は東西，南北おのおの4kmである。こx

に至るには徳島より乗合自動車で高鉾村藤川に至り，こ

れより山道を約2翠m徒歩により現地に達する。

　（2）地形および地質

　本地区には海抜700～900mの比較的急峻な山々が多

く，山腹は急激に平地および谷に迫り，壮年期的地形を

呈している。

　地質は中生層に属すると称せられる砂岩・頁岩・千枚

岩および石灰岩からなつている。

　古生層は部分的擾乱を除》ては一一般走向，：N600W～E－

W，傾斜60・》70。Sを示し，中生層は一般走向：N300W

～E－W，傾斜35～500Sを示すもので，この古生層と中

生層の関係は，短時日の調査のため明らかではないが，

おそらく断層関係にあるものと考えられる。

　古生層および中生層上には，おそらく押被せ断層によ

るものと考えられる石灰岩が4箇所に賦存する・東部み

中生層上では，直接石灰岩が乗っているが，西部では石灰

岩が古生層に属する岩層とともに押被さつたものと考え．

られる。なお古生層上では押被せ断層面が確認できなか

つたため，石灰石の境界を点線で表わした（第5図参照）σ

　（3）鉱床・
　鉱床は塊状を呈し石灰石は非晶質，緻密・堅硬でおお

一むね灰白色を呈する良質のものであり，また均質惟に富

、んで’いるo

　品位は次の通りである。

圭　　　　　　　A　　　　　　一　　　　　　　　6　　　　　　　ド　　ー，　～3α　　　　／　　　　　　＼き、

i…箒槻⊇襲萎・

断面図

A

囮頁岩（中世層｝

目礁頁襯Eコ石難　｝（古劉
＼
、 断層
駄押被せ断層
艶走向．傾斜

第9図　高鉾村石灰石鉱床地質図

・替1・sslCa・、tMg・1講＋ISql瑚Si碗

43．1訓54．嘉。．i劉1．7孝、橘1。溺・．2ぞ

　鉱量は全地区の合計約2，000万tと算出される。

　本鉱床はまだ稼行されたことがない。開発に当つては．

精査によつて石灰石の賦存状態をさらに正確に把握し，

合理的な採掘方法を採用することが望ましい。なお主要

鉱床が鶴林寺奥の院の地内にあるため，開発に当つてば

種々問題があることと思われる。

　生比奈村の鉱床
　勝浦郡生比奈村の，星ゐ岩屋および中角の南方約3km・

の地点に，いずれもほ黛東西に伸長する小規模なレン／ズ

状鉱床があるが，これ等はいずれも量的に間題にならな

いo

6．結　　言

　那賀郡下の鉱床は，量的にもまた一部を除いては品質

的にも良好であるが，開発に当つての最大の隆路は輸送

である。本地区の石灰石が早くからその存在が知られて

いながら，現地に至るまで大規模な開発が行われなかつ

たのも，すべてこの点によるもgと思われる。近来那賀

川流域綜合開発の一環として，橘港周辺にセメン1・工場・

』カーバイト工場の新設が熱望されているおりから，産業

道路建設等の措置が急速に取られることが望ましい。

　カーバイト・セメソト工業用として着目されるのは，

剣ケ岳・三角点地区・竜ノ窟等の鉱床で，その他量的に

は恵まれないが立地条件のよい吉見常松鉱床も見逃すこ

とのできない存在である。樫野石灰工業株式会社によつ

て稼行されている明谷・加茂谷・十八女の諸鉱床は，生

石灰用および炭酸カルシウム用として，量的に末長く稼』

行することができ’る。

　また中山鉱山は，中山製鋼所より月3，0GOtの原石を

要求されながら，現在月1，GOOt程度採掘しているにす

ぎないがフリント質珪質岩等の來雑物を排除して合理、

的な採掘を行えば，充分この要求を充し得ると，思われる。、

　勝浦郡下の鉱床は，避遠の地にあるため，原石の搬出

は採算的に不可能で，現地に生石灰あるいは炭酸カルシ

ウム製造工場が新設され，その原料として開発されるこ

とが望ましい。　　　　　　（昭和27年～28年調査）
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